
奈良県の経済動向の概要（令和2年3月）

奈良県の主要経済指標の動き（対前年同月比）

（参考）各機関の景気基調判断（総括）

統計分析課
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2か月ぶりの上昇
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▲0.1％
2か月連続の減少

▲0.04ポイント【前月比】

3か月ぶりの減少
▲0.63ポイント【前月比】

3か月ぶりの減少
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横ばい 低下上昇

前回公表分 最新公表分

奈良財務事務所
「奈良県内経済情勢報告」

県内経済は緩やかに回復しつつある。
【10月公表分】

県内経済は緩やかに回復しつつある。
【1月公表分】

内閣府
「地域経済動向」【近畿】

緩やかな回復基調が続いている。
【11月公表分】

足もとでは、新型コロナウイルス感染症の影響
により、景況感が急速に厳しい状況になるな
ど、弱さがみられる。【3月公表分】

近畿経済産業局
「管内経済動向」

一部に弱い動きがみられるものの、緩や
かに改善している【2月公表分】

足踏み状態となっている【3月公表分】

日本銀行大阪支店
「関西金融経済動向」

関西の景気は、一部に弱めの動きがみ
られるものの、 緩やかな拡大を続けてい
る。【1月公表分】

関西の景気は、基調としては緩やかな拡大を
続けているものの、足もとでは新型コロナウイ
ルス感染症の影響に拡がりがみられている。
【3月公表分】

内閣府
「月例経済報告」【全国】

景気は、輸出が引き続き弱含むなかで、
製造業を中心に弱さが一段と増している
ものの、緩やかに回復している。
【1月公表分】

景気は、輸出が弱含むなかで、製造業を中心
に弱さが一段と増した状態が続いているもの
の、緩やかに回復している。【2月公表分】


